
解析学 2 演習 6 担当　木上

演習 6.1. f ∈ L1(S1) であり f は x で連続であるとする。このとき N → ∞
で σN(f)(x) → f(x) を示せ。
[ヒント：f は x で連続なのである δ > 0 があって |y| < δ ならば |f(x− y)−
f(y)| < ϵ. これをもちいて

1

2πN

∫ δ

−δ

|f(x − t) − f(x)|1 − cos Nt

1 − cos t
dt < ϵ

を示せ。さらに

1

2πN

∫
δ≤|x|≤π

|f(x − t) − f(x)|1 − cos Nt

1 − cos t
dt ≤ ||f ||1 + 2π|f(x)|t

πN(1 − cos δ)

を示せ。]

演習 6.2. f ∈ L1(S1) であり x において f(x ± 0) = lima→±0 f(x + a) （複
号同順）が存在するとき、N → ∞ で

σN(f) → f(x + 0) + f(x − 0)
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が成立することを示せ。

演習 6.3. ある c3 > 0 があって任意の N ≥ 1, 任意の f ∈ C3(S1) に対して、

||SN(f) − f ||∞ ≤ c3||f ′′′||1
N2

が成立することを示せ。

演習 6.4. k ≥ 2 とする。ある ck > 0 があって任意の N ≥ 1, 任意の
f ∈ Ck(S1) に対して、

||SN(f) − f ||∞ ≤ ck||f (k)||1
Nk−1

が成り立つことを示せ。


